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泌 尿 器 科 紀 要
第7巻 第1号

昭 和36年1月

随 想

フ ロ リ ダ 通 信

京都大学医学部泌尿器科教室 友 吉 唯 夫

(編者 記 す:米 国に留学 中の友吉君 か らの通信 の中か ら抜 き書 き『した文章を本誌6巻4号 に

掲 載 したが,そ れ以 後 の通 信 の中か ら再 び参 考にな りそ うな点 を抜 き書 きしてみ ようと思

う.友 吉君 は1年4ヵ 月の留学 を終 え,ド イッを経由 して11月 上旬 に帰国 した)

泌 尿器科 の専門医にな るシステムに就 て:米 国泌尿器科審議会 は,泌 尿器科 レジデン トよ

り前に,外 科 レジデ ン トを最短1年 要求 している.出 来れば2年 の方が よい とい う.既 にこ

の要 求は実際化 している.レ ジデソ ト終了後 は2年 間 のPracticeを 行 う.こ の間 に25例 の

CaseReportsを 提 出せね ばならぬ.そ こで試験 を受け る資格が生ず る.最 近 には3年 間 の

ウロ レジデン トに更に1年 のExperimentalUrologyを つけ加え るとい う提案 もある.

現 在,臨 床医学徒 として米国に留学 しようと思えば レジデン トかResearchFellowか の

二通 りしかない.臨 床的な事を学 ぽ うと思 えば レジデンの方 がよ く,ResearchFellowは

主 にLaboratory勤 務 のみで,メ スへ の郷愁 を訴 えることが多 い.い ずれ にしても勤務 はき

びし く,責 任は あ くまで追求 され る.科 によつては毎朝6時 半か ら回診を している.こ うい

うきびしい トレーニソグが,多 くのファ イ トのある米国医師 を生み出 してい る.

医 療制度に就ては,米 国 では医療 が 自由企業 であると云え る。自由加入の保険や慈善制度

はあるが一1般医療 を社会保障制 にす る ことに反対 している.医 師会はそれ を``BadMedic-

ine"だ と決めつけてい る.或 医師 がこう云つた.``そ うな つた ら大学 の医学部へ行 こうと云

う学 生も少 くなるであろ う.医 師 も勉 強 しな くな るで あろ う.我 々が勉強す るのは結局す ぐ

れた知識 と技術に よつて良 い評判を得 て,よ り多 く患者 を集 めるため である,,.即 ち学 問 上

の努 力が富へ の欲 求 と無関係でない ことがはつき りしてお り,そ れ は自分達 のGoodLifeの

た めである.こ の家庭 生活 の向上 のために彼 らは至極 まじめな生活態度を保っている.

著 者 は初め1年 間St.Vincent'sHospital,Jacksonville,Floridaに 居 たが,そ の後 は

同地 のDuvalMedicalCenterに 勤 務 したので,後 者 の病 院を紹介 しよう.こ れは フロリ

グ州東北 部唯一 の公立慈善 病 院で,患 者はすべて レジデ ン トや イソター ンのTrainingの

Materia1に な る.こ うい う病院 には意欲 あ る,優 秀 な米人 インターンが北か ら南か ら ドッ

と志願 して くる.そ れ は彼 らにとつ て何 かが 出来 るか らである.実 際 に救急室 は彼 らの働 く

場所 で あり,24時 間活気 を呈 してい るし,医 局で の仕事 も,大 体 に 日本 の新入局程度の事を

やつ てい る.著 者が執刀す ると助手 はインターンであ る.包 茎手術,陰 嚢水腫手術等 は イン

ターンが行 う.イ ソターンが このように間に合 うのは医学教 育がPractica1な た めである.

大 体大学 の2回 生 頃か ら患 者 の診 察 を ドン ドンやつてい る.外 来 は各科別の システムの他

に,疾 患別 の外来 が設けてある.糖 尿病,高 血圧,腫 瘍,心 臓,血 液 学,直 腸,神 経外科,
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小児 アレルギー・ リユーマチ等 の クリニ クであ り,そ の他ScreeningClinicと い うのがあ

つ て,ど の科へ行け ばよいか分 らぬ人 に適切な科 を指示している。慈善病 院であ るか ら病理

解剖 はほぼ100%で,死 体保存 冷蔵庫が6体 分 ある.米 国 の病理学は手 術で切除 した標本や

剖 検を主 に したもので,臨 床 の一 つで ある.泌 尿器科 に就 ては,前 立腺癌,肥 大症 ともに実

に多い.黒 人 は程度 の差 はあるが殆 ど100%に 淋 疾後尿道狭窄 をもつてい る.従 つてブジー

法,尿 道周囲切開術,膀 胱痩術等が多 い.(黒 人の上部尿石は少い).患 者 の率 は外来 で白

:黒=30:70,入 院 で半 々.栄 養状態は黒人 はよ くないが,然 し 日本人 よ りは よい.術 後 は

早期離床 を原則 としているが これ もよき栄養状態 の下に可能 と思われ る.フ イ リヅピソは現

在 最も多数 の医学留学生 を米国に送 つているが,ManilaのSto.Tomas大 付 属病 院長 の

Antonio教 授(泌 尿器科学)も かつてこの病 院で レジデン トをつ とめた.大 体 に2年 目以

後 には レジデ ン トにあま り干渉 せず,独 立 の出来 る泌尿 器 科 医を養 成 す るのがね らいで あ

る.膀 胱鏡室 の在 り方 としては,大 体に手術室型 と放射線 科型 とがある と考 えられ,医 師 に

とつては前者が,X線 技師に とつては後者が便利 のようであるが,こ の病院 にては放射線科

の一角 にあつて,放 射線科型 と云 える.中 央診療制 の不便 な点を述ぺ てみる と,多 数 のX線

写真 の中か らウロの写真を引 き出すのが大変 であつた り,検 尿 が ドッ と中検 に集 つて数時間

放置 された りす る事があ る.カ ルテが同一人 にては どこまでも共 通 であ る点は,便 利が多

い.日 本にては医学技術者や研究技術者 の養成に もつ と力を入れ る必要が あると思 う.ま た

一般開業医が問題であ り
,家 内企業 的な組織 と設備 では,今 後 の医学か らと り残 され ると思

われ る.

次 に最近 フロ リグ州 で決め られ た労災補償 のための価格基準 の一部を掲げ る.数 字 は ドル

であるが,日 本での実際的 の価 は,こ の数字 のあ とに簡単 に00円 をつけれ ぱ適 当であろ うと

思 う.

Organs Operations SurgicalFee Anesthet量cFee

Kidney

Ureter

Bladder

Urethra

Testis

Nephrectomy

withtotalureterectomy

Nephrotomy

Pyelotomy

Ureteropyelostomy

UreteroPlasty

292

417

292
271

292

292

Cystostomy250

Cystolithotomy208

Cystoscopy21

withureteralcatheterization42

withstoneremova183

Litholapaxy167

Urethrotomyaロterior42

perinea1104
Urethroscopy,21

withremovalofcalculus83

Dilatationofstricture,initial21

subsequent13

Orchiectomy

Epididymectomy,unilateral

bilateral
Punctureaspirationofhydrocele

Excisionofhydrocele

Othcevisit,first
fromsecond

Visittohome

Nightvisit

83

125

167
13

83

6.50

4.00

8.00

10.00

48

67

48

44

51
51

40

32

20

20
24

28




